
実践トレーニングをつうじて課題形成・解決力を養う

SAT法による
課題形成・解決実践コース

SAT

対　　象 入社10年以上〜管理者全般で、主にライン部門で中核となって活躍している方

日　　程 2日間

事前課題 ▪eラーニング「リーダー・マネジャーのための課題解決基本コース」の受講

最適定員 20名

1日目 ▪オリエンテーション
▪課題形成・解決
・基本講義
・事前課題の共有�−個人研究
　　　　　　　 −グループ研究
・課題の確認　　�−個人研究
　　　　　　　 −グループ研究
▪着眼・発想の検討
・企画テーマの層別の確認−個人研究
▪Q&Aの依頼

2日目 ▪1日目の振り返りとQ&A
・前日の続き・グループ研究
▪新しい考え方の発見（着想）
・個人研究
・グループ研究
▪企画テーマの構想をまとめる
・講義・個人研究
▪企画構想図の発表
・グループ研究
▪関係者分析
・講義
▪情報収集
・講義
▪まとめ

※関連コースとして、eラーニングライブラリ「問題解決の基本コース」・通信教育「課題解決のための企画力強化コース」もございます。
※また、SAT法集合研修「問題発見・解決力養成コース」もございます。
　詳細は弊社営業までお問い合わせください。

カリキュラム（課題形成・解決力養成コース）



経営環境の変化に対応し、組織の
中核人材としての現場力の向上を図る
次の3つの使命を果たせる人材を養成します。
・問題を3つに区分（発生・発見・発掘）して効率的に解決できる「プロフェッショナル」であること
・会社方針や目標をスローガンに終わらせずに、具体化できる「翻訳者」であること
・環境の変化に合わせて、仕事を改善、改革できる「仕事の設計者」であること

課題形成・解決実践プログラム例

★ポイント
1.STEP1の研修の視座を明確
　にする必要がある
２.会社としての方針説明や経営
　者のメッセージ、幹部社員への
　期待等はSTEP1の前に行って
　おくことが望ましい
3.各研修（特にフォローアップ会
　合）は直属上司の参加が望ま
　しい

●部門課題構想化
1.課題の発掘
2.課題の明確化と着眼点検・
　発想転換
3.企画構想化
4.関係者分析

●フォローアップ１
1.部門課題内容検証
　（価値と波及効果）
2.課題の計画検証

●フォローアップ２
1.初期着手確認
　（初期段階における
　 着手状況の確認）
2.推進上の阻害要因の
　明確化と対応

●フォローアップ３
1.実行段階確認
　（初期活動成果の確認）
2.定着化に向けた
　組織風土課題の明確化

２日間

Plan Do See/Do

Plan See/Do

See/Do

１カ月後 １日 ２カ月後 １日 ３カ月後 １日

  

●フォローアップ３
1.成果状況の確認
　（中間活動成果の確認）
2.阻害要因の明確化

６or９カ月後 １日11カ月後 ２日

●次年度方針の翻訳
1.最終活動成果の検証
2.次期方針の翻訳と部門機能の検証
3.重点課題の明確化
4.活動全体の振り返り
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企画テーマの確認

着眼内容の把握

着想検討

企画構想図

関係者分析

企画テーマ 企画テーマ 企画テーマ 企画テーマ 企画テーマ

中核人材に期待される3つの役割

課題形成・解決の流れ

問題解決のプロフェッショナル

会社方針・目標の翻訳者 仕事の設計者

課題の発掘

課題把握表

課題説明表

テーマ確認検討表

企画テーマの層別

着眼点検索

企画構想図

集
収
報
情

転換課題 検索課題指示課題

選択課題

課題確認

課題の発掘から解決構想まで
を5枚のシート（赤文字部分）
によってしっかり考え、書き上
げて（Think）、徹底した話し
合い（Speak）、により、実践に
つなげる（Action）


